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旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
境
界
線
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題
の
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相

定　

形　
　
　

衛

は
じ
め
に

　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、一
九
九
一
年
六
月
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、ク
ロ
ア
チ
ア
の
独
立
宣
言
を
契
機
に
し
た
内
戦
の
勃
発
以
降
、

二
〇
〇
八
年
二
月
の
コ
ソ
ヴ
ォ
の
独
立
宣
言
に
至
る
過
程
で
七
つ
の
国
家
へ
と
解
体
し
て
い
っ
た
。
社
会
主
義
連
邦
国
家
を
構
成
し

た
六
つ
の
共
和
国
、
そ
し
て
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
内
の
二
つ
の
自
治
州
の
う
ち
、
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
自
治
州
を
の
ぞ
き
す
べ
て
独
立

宣
言
を
お
こ
な
い
、
コ
ソ
ヴ
ォ
を
除
き
国
際
連
合
の
加
盟
国
と
な
っ
て
い
る
。
国
家
の
体
制
転
換
と
民
主
化
へ
の
移
行
、
激
し
い
内

戦
と
国
際
紛
争
を
へ
て
、
か
つ
て
の
共
和
国
・
自
治
州
の
境
界
線
は
、「
ウ
ッ
テ
ィ
・
ポ
シ
デ
ッ
デ
ィ
ス
原
則
」（U

ti possidetis

）

に
そ
っ
て
国
境
線
と
な
っ
た(1)

。
多
民
族
国
家
に
お
い
て
は
、
境
界
線
を
め
ぐ
り
民
族
の
イ
レ
デ
ン
テ
ィ
ズ
ム
（
領
土
回
復
運
動
）
な

ど
を
惹
起
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
関
し
て
E
U
の
仲
裁
裁
判
の
裁
定
は
、
共
和
国
の
境
界
線
を
国
境

線
へ
と
移
行
さ
せ
て
い
る(2)

。

　

多
民
族
か
ら
な
る
社
会
主
義
連
邦
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
、
一
九
四
五
年
の
国
家
建
設
以
降
、
解
体
後
の
今
日
に
い
た
る

ま
で
、
国
の
内
外
関
係
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
境
界
線
が
引
か
れ
て
き
た
。
対
外
的
に
は
、
当
初
東
欧
の
な
か
で
社
会
主
義
建
設
の
優

等
生
と
し
て
、
西
側
諸
国
に
対
抗
す
る
最
前
線
に
た
っ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
四
八
年
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
追
放
後
に
は
、
独
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自
の
社
会
主
義
建
設
の
道
を
追
求
し
、
米
ソ
い
ず
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
加
盟
し
な
い
非
同
盟
国
家
と
し
て
東
西
境
界
線
の
狭
間
に
位

置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
冷
戦
後
の
東
欧
圏
の
崩
壊
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
解
体
に
あ
っ
て
は
、
中
東
欧
と
バ
ル
カ
ン
を

分
か
つ
境
界
線
が
、さ
ら
に
紛
争
後
の
地
域
安
定
化
の
構
想
で
は
「
南
東
欧
地
域
」、E
U
加
盟
の
交
渉
過
程
で
は
「
西
バ
ル
カ
ン
」

と
い
う
地
域
的
境
界
線
が
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
と
り
巻
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
内
に
は
共
和
国
・
自
治
州
の
境
界
線
が
行
政
的
区
分
線
と
し
て
引
か
れ
た
が
、
そ
の
後
の
自
主
管
理
社
会
主
義
建
設
の

な
か
で
共
和
国
・
自
治
州
は
大
幅
な
分
権
を
認
め
ら
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
後
内
戦
を
経
て
共
和
国
境
界
線
は
国
境
線
へ
と
変

化
し
て
い
く
。
他
方
、
内
戦
と
国
際
社
会
の
紛
争
介
入
の
過
程
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
の
境
界
に
あ
る
ク
ラ

イ
ナ
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
と
い
っ
た
地
域
、
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
ボ
ス
ニ
ア
の
他
の
地
域
の
境
界
線
な
ど
が
、
民
族
の
歴
史
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
想
起
さ
せ
、
境
界
線
問
題
を
再
浮
上
さ
せ
た
。
ま
た
、
ボ
ス
ニ
ア
の
紛
争
処
理
で
は
三
つ
の
民
族
を
分
断
す
る
分

割
線
が
引
か
れ
、
最
終
的
に
は
三
つ
の
民
族
に
よ
る
す
み
分
け
と
二
つ
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
成
す
る
境
界
線
が
あ
ら
わ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
は
、
多
く
の
境
界
線
が
と
り
ま
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
境
界
線

が
、
ど
の
よ
う
な
政
治
過
程
の
な
か
で
形
成
さ
れ
、
ま
た
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
境
界
線
は

隣
接
す
る
政
治
体
と
の
「
分
離
と
抗
争
」
と
い
っ
た
側
面
を
も
つ
が
、
他
方
「
架
橋
と
友
好
」
と
い
っ
た
機
能
も
果
た
す
と
い
わ
れ

て
き
た(3)

。
こ
の
分
断
と
融
合
と
い
う
境
界
線
の
二
つ
の
あ
り
よ
う
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
た
の
か
、
ま

た
、
今
日
境
界
線
は
国
家
主
権
の
お
よ
ぶ
領
域
と
し
て
政
治
的
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
的
に
構
築
さ
れ
、
創
出
さ
れ
る

と
い
つ
た
面
へ
の
注
目
も
な
さ
れ
て
い
る(4)

。
民
族
主
義
や
政
治
的
独
立
の
過
程
で
境
界
線
が
引
か
れ
る
と
い
う
以
上
に
、
人
々
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
想
像
力
、
歴
史
上
の
記
憶
、
さ
ら
に
は
民
族
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
観
点
か
ら
利
益
を
追
求
す
る
手
立
て
と

し
て
境
界
線
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
境
界
線
の
諸
相
に
つ
い
て
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
事
例
に
検
討
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を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
社
会
主
義
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
境
界
線
問
題

　

社
会
主
義
連
邦
制
度
を
国
家
形
態
と
し
た
多
民
族
国
家
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
対
外
的
に
は
七
つ
の
国
と
国
境
を
接
し
、
国

内
的
に
は
六
つ
の
共
和
国
、
二
つ
の
自
治
州
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
連
邦
国
家
と
し
て
国
家
統
合
を
維
持
し
て
き
た
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
の
境
界
線
は
、
諸
民
族
の
区
分
と
友
好
関
係
の
維
持
と
い
っ
た
側
面
か
ら
、
ま
た
、
東
西
両
陣
営
の
境
界
線
の
狭
間
に
位

置
し
独
自
の
外
交
を
追
求
す
る
国
家
の
国
境
線
と
し
て
、
つ
ね
に
緊
張
を
は
ら
ん
だ
も
の
と
な
っ
た
。

　

社
会
主
義
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
、
民
族
問
題
は
す
で
に
解
決
さ
れ
、
す
べ
て
の
民
族
が
パ
ル
チ
ザ
ン
闘
争
の
成
果
の
も

と
に
国
家
建
設
に
邁
進
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
民
族
自
決
権
の
行
使
に
よ
っ
て
分
離
独
立
を
構
想
す
る
こ
と
は
不
問
に
付

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
同
じ
南
ス
ラ
ヴ
族
で
あ
り
な
が
ら
、
歴
史
的
に
異
な
っ
た
社
会
を
構
成
し
て
き
た
民
族
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
や
文
化
的
相
違
は
、
却
っ
て
温
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
自
主
管
理
社
会
主
義
の
も
と
で
共
和
国
の
分
権
と

自
治
が
大
幅
に
認
め
ら
れ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
、そ
う
し
た
民
族
の
独
自
性
は
制
度
的
に
も
維
持
さ
れ
つ
づ
け
た
と
い
え
る
。

　

対
外
的
に
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
ト
リ
エ
ス
テ
の
領
有
を
め
ぐ
る
イ
タ
リ
ア
と
の
国
境
問
題
や
、
一
九
世
紀
以
後
顕
在
化
し
た
ブ

ル
ガ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
と
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
問
題
が
懸
案
事
項
と
し
て
残
っ
て
い
た(5)

。
ト
リ
エ
ス
テ
は
、
四
七
年
二
月
、
A
、
B
の

ふ
た
つ
の
自
由
地
域
と
し
て
国
連
管
理
下
に
入
っ
た
が
、
一
九
五
四
年
に
は
A
地
区
は
イ
タ
リ
ア
、
B
地
区
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
に
分
割
さ
れ
、
最
終
的
に
は
一
九
七
五
年
一
一
月
の
オ
ー
ジ
モ
協
定
の
締
結
で
領
域
と
少
数
民
族
の
権
利
の
保
障
な
ど
決
着
を
み
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て
い
る(6)

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
九
一
年
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
の
過
程
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
領
で
あ
っ
た
ピ
ラ
ン
湾
の
領

有
を
め
ぐ
っ
て
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
が
対
立
し
、
今
日
も
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
問
題
は
、

一
八
七
八
年
の
サ
ン
ス
テ
フ
ァ
ノ
条
約
を
契
機
に
そ
の
領
域
確
定
を
め
ぐ
っ
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
と
の
間
で
対
立
が
顕
在
化

し
た
が
、
そ
の
後
は
領
域
以
上
に
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
問
題
が
中
心
と
な
り
、
解
体
に
と
も
な
う
マ
ケ
ド
ニ
ア
共

和
国
の
独
立
で
は
、
国
名
を
め
ぐ
り
ギ
リ
シ
ャ
と
の
間
で
紛
糾
し
、「
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
」
で
決
着
し

た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
対
外
的
な
境
界
線
問
題
よ
り
も
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
内
部
の
境
界
線
問
題
に
つ
い

て
検
討
し
、
内
戦
と
紛
争
後
の
お
け
る
地
域
協
力
に
と
も
な
う
境
界
線
問
題
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
一
）
連
邦
制
と
共
和
和
国
境
界
線

　

社
会
主
義
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
国
家
体
制
の
基
礎
は
、
共
産
党
に
指
導
さ
れ
た
パ
ル
チ
ザ
ン
闘
争
が
反
枢
軸
、
民
族
解
放
の

勝
利
を
大
き
く
引
き
寄
せ
た
一
九
四
三
年
一
一
月
、
ボ
ス
ニ
ア
の
古
都
ヤ
イ
ツ
ェ
で
開
か
れ
た
第
二
回
A
V
N
O
J
（
反
枢
軸
民
族

解
放
会
議
）
に
お
い
て
築
か
れ
た
。
会
議
は
、
戦
後
ユ
ー
ゴ
の
国
家
形
態
と
し
て
、
民
族
の
平
等
に
基
づ
く
連
邦
体
制
を
宣
言
し

た
。
そ
れ
は
、
全
民
族
の
貢
献
に
よ
る
パ
ル
チ
ザ
ン
闘
争
の
勝
利
と
い
う
前
提
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
、

一
九
一
八
年
一
二
月
創
設
の
「
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
連
合
王
国
」
が
、
二
九
年
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
王
国
の
成
立
で
セ
ル
ビ
ア
人
の
覇
権
体
制
を
う
み
だ
し
、
そ
れ
が
結
局
は
、
ナ
チ
ス
の
傀
儡
国
家
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
を
許
し
、

壮
絶
な
内
戦
を
経
験
し
た
こ
と
へ
の
反
省
と
教
訓
が
あ
っ
た
。

　

社
会
主
義
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
民
族
の
「
友
好
と
統
一
」（bratstvo i jedinstvo

）
の
大
原
則
を
か
か
げ
、
そ
の
実
現
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の
手
法
と
し
て
は
連
邦
中
央
に
よ
る
「
分
割
に
よ
る
統
治
」（divide and rule

）
と
共
和
国
間
の
「
牽
制
と
均
衡
」（check and 

balance

）
の
双
方
に
依
拠
す
る
こ
と
で
国
家
統
合
を
維
持
し
よ
う
と
し
た(7)

。
前
者
は
、
民
族
の
平
等
に
も
と
づ
く
共
和
国
の
自
治

と
連
邦
中
央
政
府
の
も
と
に
あ
る
共
産
党
と
連
邦
人
民
軍
に
よ
る
統
治
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
い
ず
れ
の
民
族
も
覇
権

的
な
地
位
を
占
め
ぬ
よ
う
、
共
和
国
相
互
の
牽
制
と
均
衡
の
確
保
に
よ
っ
て
、
国
家
の
一
体
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
方
法
は
一
方
で
民
族
の
友
好
と
統
一
を
保
障
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
他
方
、
共
和
国
間
、
民
族
間
の
緊
張
関
係

や
対
抗
意
識
を
生
み
出
す
方
法
で
も
あ
っ
た
。

　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
よ
う
に
多
民
族
の
混
住
が
一
般
化
し
て
い
る
場
合
、
少
数
派
民
族
を
生
み
だ
さ
ず
に
共
和
国
の
境
界
線
を

画
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
民
族
解
放
の
戦
い
の
過
程
で
民
族
問
題
を
克
服
し
、
社
会
主
義
体
制

を
実
現
し
た
と
さ
れ
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
、
民
族
の
居
住
分
布
と
境
界
線
の
一
致
を
か
た
く
な
に
主
張
す
る
こ
と
は
抑
制
さ

れ
た
。
共
和
国
の
境
界
線
は
、
一
方
で
は
各
民
族
の
人
口
規
模
や
居
住
範
囲
、
民
族
間
の
歴
史
的
な
対
立
や
抗
争
な
ど
を
考
慮
し
つ

つ
、他
方
で
は
民
族
の
権
利
の
平
等
と
共
和
国
間
の
力
の
均
衡
を
図
る
べ
く
、き
わ
め
て
政
治
的
な
観
点
か
ら
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た(8)

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
線
引
き
に
つ
い
て
の
各
民
族
の
一
定
の
緊
張
と
不
満
は
、「
友
好
と
統
一
」
の
も
と
共
産
党
の
上
か
ら
の

指
導
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
二
）「
牽
制
と
均
衡
」
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
境
界
線

　

つ
ぎ
に
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
境
界
線
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
連
邦
国
家
を
構
成
す
る
共
和
国
の
境
界
線
の
画
定
に
関
し
、
共
産

党
の
指
導
者
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
ク
ロ
ア
チ
ア
に
つ
い
て
は
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
的
境
界
線
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
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が
、セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
境
界
線
確
定
に
つ
い
て
は
、戦
間
期
の
よ
う
に
セ
ル
ビ
ア
が
強
大
な
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

意
識
的
に
領
域
の
縮
小
が
図
ら
れ
た
。「
セ
ル
ビ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
連
合
王
国
」創
設
時
の
セ
ル
ビ
ア
の
領
内
に
は
、

新
た
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
共
和
国
が
作
ら
れ
、
ま
た
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
共
和
国
の
設
立
に
と
も
な
っ

て
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
領
域
は
著
し
く
削
減
さ
れ
た
。
し
か
も
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
内
に
は
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
と
コ
ソ
ヴ
ォ
・
メ

ト
ヒ
ア
の
二
つ
の
自
治
州
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(9)

。

　

こ
の
よ
う
な
境
界
線
の
設
定
は
、
セ
ル
ビ
ア
に
と
っ
て
は
「
セ
ル
ビ
ア
人
の
血
」
に
よ
っ
て
バ
ル
カ
ン
戦
争
お
よ
び
第
一
次
大
戦

後
に
獲
得
さ
れ
た
領
域
の
喪
失
と
映
じ
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
居
住
地
区
に
つ
い
て
も
自
治
州
と
し
て
の
地
位
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
パ
ル
チ
ザ
ン
闘
争
に
お
い
て
最
も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
の
は
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
戦
後
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
に
対
す
る
「
戦
利
品
」
の
分
配
は
著
し
く
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
線

引
き
に
よ
っ
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
最
大
の
民
族
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
人
は
、
一
九
四
八
年
に
は
二
つ
の
自
治
州
を
除
い
た
セ
ル
ビ
ア

共
和
国
以
外
に
セ
ル
ビ
ア
人
全
体
の
四
二
％
が
住
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る(10)

。

　

社
会
主
義
国
家
に
お
い
て
は
民
族
の
境
界
線
を
公
然
と
問
題
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
他
の
共
和
国
が
そ
の
主
要
民
族

の
多
く
の
部
分
を
組
み
込
ん
だ
形
で
共
和
国
を
形
成
し
た
の
に
対
し
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
体
に
わ
た
っ
て
自
民

族
を
他
の
共
和
国
内
に
少
数
民
族
と
し
て
残
し
、
そ
の
不
満
は
募
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
、
共
和
国
境
界
線
は
い
ず
れ
独
立
国
家
と

な
る
こ
と
を
想
定
し
て
引
か
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
五
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
連
邦
中
央
か
ら
の
厳
し
い
集
権
的
支
配
が
貫
か
れ
て
い

た
か
ら
、
共
和
国
の
境
界
線
は
行
政
区
分
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た(11)

。
パ
ル
チ
ザ
ン
闘
争
の
主
力
で
あ
っ
た
セ
ル
ビ
ア
人
は
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
共
産
党
お
よ
び
連
邦
軍
の
多
数
派
で
あ
り
、
ま
た
両
者
に
お
い
て
枢
要
な
ポ
ス
ト
を
占
め
た
か
ら
権
力
に
対
す
る
疎

外
感
は
持
た
な
か
っ
た
。



旧ユーゴスラヴィアと境界線問題の諸相（定形）

389

（
三
）「
牽
制
と
均
衡
」
に
お
け
る
ボ
ス
ニ
ア
境
界
線

　

多
民
族
共
和
国
ボ
ス
ニ
ア
に
お
け
る
、
民
族
と
し
て
の
「
ム
ス
リ
ム
人
」
の
創
設
は
チ
ト
ー
の
苦
心
の
政
策
で
あ
っ
た
。
対
枢
軸

戦
お
よ
び
内
戦
の
草
刈
り
場
と
な
っ
た
ボ
ス
ニ
ア
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
戦
後
も
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア

人
の
間
に
抗
争
が
続
い
た
。
戦
後
の
人
口
統
計
は
、
ス
ラ
ヴ
系
で
あ
る
ボ
ス
ニ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
、
四
八
年
に
は
「
民
族
未
確

定
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
」、
五
三
年
に
は
「
民
族
未
確
定
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
」
に
分
類
し
た
。
こ
う
し
た
位
置
づ
け
の
な
か
で

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
は
他
の
ス
ラ
ヴ
民
族
に
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
や
利
益
が
付
与
さ
れ
ず
、
ま
た
民
族
が
享
受
す
る
共
和
国
、
連
邦

権
力
へ
の
接
近
を
制
限
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
六
一
年
に
な
る
と
「
民
族
的
概
念
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
」
と
位
置
付
け
ら
れ

る
に
い
た
る
が
、
依
然
共
和
国
内
の
少
数
民
族
と
し
て
の
差
別
は
残
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
六
九
年
一
月
の
ボ
ス
ニ
ア
共
産
党
の
第
五
回
大
会
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
構
成
す
る
、
ひ
と
つ
の
民
族
と

し
て
「
ム
ス
リ
ム
人
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ボ
ス
ニ
ア
の
ス
ラ
ヴ
系
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と

同
列
の
民
族
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(12)

。
ボ
ス
ニ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、ボ
ス
ニ
ア
で
最
大
の
民
族
に
な
っ
た
の
だ
が
、

民
族
対
立
と
い
う
構
図
の
な
か
で
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
ム
ス
リ
ム
」
が
セ
ル
ビ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
両
民
族
の
奪
い
合
い
の

対
象
と
な
っ
て
「
民
族
浄
化
」
と
し
て
再
現
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

社
会
主
義
体
制
の
も
と
絶
対
的
多
数
を
占
め
る
民
族
が
存
在
し
な
い
「
ボ
ス
ニ
ア
共
和
国
」
の
創
設
自
体
チ
ト
ー
に
よ
る
民
族
政

策
の
苦
心
の
産
物
で
あ
っ
た
が
、
ム
ス
リ
ム
民
族
の
大
半
は
ト
ル
コ
支
配
下
に
改
宗
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
か
ク
ロ
ア
チ
ア
人
で
あ
り
、

「
民
族
」
で
は
な
く
「
宗
教
」
に
よ
り
強
い
帰
属
意
識
を
持
つ
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、改
宗
後
数
世
紀
を
へ
て
お
り
、民
族
と
し
て
の
ル
ー

ツ
を
探
し
あ
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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ボ
ス
ニ
ア
の
民
族
間
対
立
を
回
避
し
、
宗
教
間
の
融
和
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
の
チ
ト
ー
の
政
策
の
意
味
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
で

き
よ
う
。
つ
ま
り
、
○1
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
争
い
の
標
的
に
な
ら
ず
、
民
族
の
友
好
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
、
○2
ボ
ス
ニ
ア
政
治
に
お
い
て
民
族
間
の
融
和
が
容
易
に
な
り
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
対
立
が
薄
れ
る
こ
と
、
○3
国

内
問
題
で
ム
ス
リ
ム
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
で
彼
ら
の
原
理
主
義
的
な
運
動
を
阻
止
で
き
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
ム
ス
リ
ム
民
族

の
創
出
は
、
ま
さ
に
ボ
ス
ニ
ア
に
お
け
る
民
族
の
「
友
好
と
統
一
」
と
「
牽
制
と
均
衡
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
の
過
程
の
も
と
で
、
は
げ
し
い
民
族
浄
化
が
惹
起
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

（
四
）
自
治
州
と
コ
ソ
ヴ
ォ
の
境
界
線

　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
が
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
内
に
自
治
州
を
設
け
、
境
界
線
を
設
け
た
こ
と
の
意
味
は
、
今
回
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
の
解
体
、コ
ソ
ヴ
ォ
の
独
立
宣
言
へ
の
歩
み
を
み
る
上
で
重
要
で
あ
る
。戦
後
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
が
多
数
を
し
め
る
コ
ソ
ヴ
ォ

の
地
位
に
つ
い
て
は
二
つ
の
案
が
検
討
さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、セ
ル
ビ
ア
、マ
ケ
ド
ニ
ア
に
よ
る
分
割
案
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
共
和
国
内
で
の
限
定
的
自
治
で
あ
っ
た
。
前
者
は
民
族
の
権
利
の
否
定
と
し
て
退
け
ら
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
コ
ソ

ヴ
ォ
内
に
セ
ル
ビ
ア
人
が
相
当
数
居
住
し
て
い
る
こ
と
、
コ
ソ
ヴ
ォ
の
セ
ル
ビ
ア
か
ら
の
分
離
に
よ
る
ア
ル
バ
ニ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア

人
の
間
の
民
族
問
題
が
惹
起
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
か
ら
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
内
に
自
治
地
域
と
な
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
。
さ
ら

に
は
、
コ
ソ
ヴ
ォ
を
セ
ル
ビ
ア
内
に
組
み
込
ん
だ
の
は
、
新
た
な
憲
法
に
基
づ
く
連
邦
秩
序
を
セ
ル
ビ
ア
が
承
認
す
る
た
め
の
条
件

作
り
で
も
あ
っ
た
。

　

次
に
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
民
族
的
地
位
と
し
て
の
「
ナ
ロ
ー
ド
ノ
ス
ト
」（narodnost

）
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
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こ
れ
は
と
く
に
コ
ソ
ヴ
ォ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
位
置
付
け
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
対
概
念
は
「
ナ
ロ
ー
ド
」
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
共
和
国
を
構
成
す
る
セ
ル
ビ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
な
ど
の
ス
ラ

ヴ
系
民
族
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
ナ
ロ
ー
ド
ノ
ス
チ
」
は
共
和
国
を
構
成
す
る
資
格
を
持
た
ず
、「
民
族
自
決
権
」

を
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
公
式
的
に
は
当
該
民
族
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
外
で
す
で
に
国
家
を
有
し
て
い
る
と
い
う
理

由
づ
け
に
よ
る
。
ア
ル
バ
ニ
ア
と
い
う
国
家
が
す
で
に
隣
国
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
自
治
州
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
も
同
様
の
扱
い
で
あ
る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
内
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
が
民
族
自
決
権
を
持
つ
共
和
国
を
構
成
す
る
民

族
と
し
て
位
置
づ
け
た
場
合
、
ア
ル
バ
ニ
ア
と
の
併
合
が
将
来
予
見
さ
れ
る
ゆ
え
「
ナ
ロ
ー
ド
」
に
は
位
置
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
コ
ソ
ヴ
ォ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
は
、人
口
も
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
や
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
を
越
え
る
の
で
あ
る
が
、彼
ら
に
は
「
共

和
国
」
の
地
位
が
許
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た(13)

。

　

し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
後
の
共
和
国
、
自
治
州
の
権
限
を
み
と
め
る
分
権
的
連
邦
制
の
再
編
の
な
か
で
、
コ
ソ
ヴ
ォ
は

自
治
州
か
ら
共
和
国
へ
の
昇
格
要
求
を
一
貫
し
て
掲
げ
る
よ
う
に
な
り
、
六
八
年
、
そ
し
て
チ
ト
ー
死
後
の
八
一
年
に
は
、「
二
級

市
民
」
扱
い
の
改
善
な
ど
を
も
と
め
大
き
な
反
乱
が
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
）
自
主
管
理
の
進
捗
と
共
和
国
境
界
線

　

戦
後
の
国
家
統
合
を
確
保
す
べ
く
設
定
さ
れ
た
共
和
国
の
境
界
線
は
、
そ
の
後
の
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
自
主
管
理
社
会
主
義
の

制
度
的
進
展
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
以
上
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
追
放
後
に
導
入
さ
れ
た
自

主
管
理
社
会
主
義
は
、
大
幅
な
共
和
国
分
権
を
保
障
す
る
連
邦
制
を
追
求
し
、
共
和
国
は
連
邦
中
央
政
府
に
代
わ
っ
て
行
政
・
政
治
・
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経
済
の
決
定
単
位
と
し
て
大
き
な
権
限
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。「
牽
制
と
均
衡
」
の
統
治
の
手
法
が
前
面
に
出
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

セ
ル
ビ
ア
人
は
パ
ル
チ
ザ
ン
闘
争
へ
の
貢
献
と
人
口
数
に
よ
っ
て
共
産
党
、
連
邦
人
民
軍
の
な
か
で
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
他

の
民
族
、
セ
ル
ビ
ア
以
外
の
共
和
国
か
ら
は
、
戦
間
期
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
覇
権
的
な
セ
ル
ビ
ア
の
政
治
支
配
が
明
確
化
す
る
な
か

で
不
満
が
募
っ
て
い
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
と
の
抗
争
後
二
〇
年
近
く
を
経
、
自
主
管
理
理
論
の
実
践
的
有
効
性
が
問
わ
れ

る
な
か
で
、
行
政
単
位
と
し
て
の
共
和
国
の
分
権
と
ソ
連
型
で
は
な
い
自
主
管
理
経
済
に
向
け
た
経
済
改
革
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
改
革
の
な
か
で
、
共
和
国
の
従
来
に
も
増
し
た
自
治
、
自
立
的
な
活
動
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

改
革
は
そ
の
後
一
九
七
四
年
憲
法
体
制
に
至
り
、
共
和
国
の
自
立
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
党
お
よ
び
国
家
機
関
の
最
高
機
関
に

お
い
て
は
、
連
邦
を
構
成
す
る
共
和
国
・
自
治
州
の
合
意
に
よ
っ
て
、
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
四
年
憲
法
体
制
に
よ
っ

て
、
自
治
州
は
共
和
国
と
ほ
ぼ
同
等
の
権
限
を
与
え
ら
れ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
八
つ
の
共
和
国
・
自
治
州
間
の
関
係
は
「
連
邦
」

よ
り
は
、
共
和
国
の
よ
り
大
き
な
権
限
と
相
互
の
結
合
度
の
緩
や
か
な
「
連
合
」
に
近
い
も
の
と
な
っ
た
。
連
邦
決
定
事
項
に
は
八

つ
の
構
成
単
位
が
、
実
質
的
に
拒
否
権
を
も
つ
合
意
に
よ
っ
て
決
定
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た(14)

。
七
四
年
憲
法
体
制
は
、
戦

後
の
境
界
線
の
設
定
に
加
え
て
、
セ
ル
ビ
ア
に
と
っ
て
は
損
失
感
の
き
わ
め
て
強
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
政

治
に
お
い
て
は
共
和
国
間
の
均
衡
は
常
に
民
族
間
の
不
均
衡
、
不
平
等
と
な
っ
て
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
セ
ル
ビ
ア
に
と
っ
て
自
主

管
理
社
会
主
義
の
進
展
は
セ
ル
ビ
ア
の
権
利
を
ま
す
ま
す
収
奪
す
る
体
系
と
映
り
、
セ
ル
ビ
ア
の
不
満
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

次
に
、
コ
ソ
ヴ
ォ
の
八
一
年
の
反
乱
を
事
例
に
共
和
国
と
自
治
州
の
境
界
線
問
題
を
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
反
乱
は
、
ま
た
セ
ル

ビ
ア
共
和
国
の
被
害
者
意
識
を
改
め
て
惹
起
さ
せ
、
コ
ソ
ヴ
ォ
自
治
州
に
対
す
る
セ
ル
ビ
ア
の
権
限
が
実
際
に
は
大
き
な
制
約
の
も

と
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
は
治
安
維
持
の
た
め
に
警
察
力
を
コ
ソ
ヴ
ォ
と
の
境
界
線
に
ま
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で
送
り
な
が
ら
、
自
治
州
の
許
可
な
し
に
は
コ
ソ
ヴ
ォ
の
領
域
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
セ
ル
ビ
ア
は
自
治
州
と
共
和
国
の
権
限
を

比
較
し
て
、
自
治
州
の
権
限
の
ほ
う
が
共
和
国
の
権
限
に
優
位
す
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
の
で
あ
る
。

　

自
治
州
は
共
和
国
の
政
策
施
行
に
拒
否
権
を
持
つ
が
、
共
和
国
セ
ル
ビ
ア
は
二
つ
の
自
治
州
の
決
定
に
対
し
て
は
そ
の
よ
う
な
拒

否
権
を
持
た
な
い
。
共
和
国
内
に
あ
り
な
が
ら
自
治
州
に
権
限
の
行
使
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
セ
ル
ビ
ア
に
は
屈
辱
的
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
べ
く
、後
年
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、八
九
年
三
月
に
い
た
り
共
和
国
憲
法
の
改
正
を
強
行
し
、コ
ソ
ヴ
ォ

の
司
法
権
、
裁
判
権
、
対
外
交
流
権
な
ど
を
剥
奪
し
て
い
く
。

（
六
）
ポ
ス
ト
チ
ト
ー
と
共
和
国
境
界
線

　

分
権
を
意
味
す
る
共
和
国
の
線
は
、
八
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
取
り
巻
く
政
治
経
済
状
況
の
な
か
で
新
た
な
る
方
向
へ

と
共
和
国
を
導
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
変
化
と
は
、
八
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
お
そ
っ
た
経
済
危
機
、
チ
ト
ー

な
き
あ
と
の
政
治
指
導
力
の
弱
体
化
で
あ
っ
た
。
共
和
国
境
界
線
の
維
持
を
保
証
し
て
き
た
「
友
好
と
統
一
」
と
「
牽
制
と
均
衡
」

を
つ
き
う
ご
か
し
た
の
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
。

　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
、
も
と
も
と
共
和
国
・
自
治
州
間
の
経
済
格
差
が
大
き
く
、
そ
れ
は
自
主
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
っ
て
一
層
拡
大
し
て
い
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
内
の
南
北
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
七
〇
年
代
の
二
度
に
わ
た
る
石
油

シ
ョ
ッ
ク
は
西
側
か
ら
の
資
金
投
資
に
依
拠
し
て
き
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
経
済
を
直
撃
し
た
。
二
〇
〇
億
ド
ル
の
対
外
債
務
、
二

桁
の
失
業
率
、
さ
ら
に
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
が
加
わ
っ
て
先
進
共
和
国
も
ふ
く
め
深
刻
な
経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
経
済
危
機

の
八
〇
年
代
は
、
六
〇
年
代
半
ば
の
経
済
改
革
以
降
に
形
成
さ
れ
た
都
市
中
間
層
の
瓦
解
を
導
き
、
自
主
管
理
経
済
へ
の
支
持
基
盤
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が
急
速
に
失
わ
れ
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
道
」
と
し
て
の
チ
ト
ー
主
義
は
不
満
と
失
望
の
対
象
と
な
り
、

連
邦
共
産
党
の
政
治
的
正
統
性
も
急
速
に
脆
弱
化
し
た(15)

。ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
や
ク
ロ
ア
チ
ア
と
い
う
先
進
共
和
国
は
、ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
に
属
し
て
い
る
こ
と
の
桎
梏
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
豊
か
さ
ゆ
え
に
人
口
比
を
上
回
る
財
政
負
担
を
連
邦
に
差
し
出
し

て
き
た
こ
と
へ
の
不
満
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
ま
た
、
後
進
地
域
の
コ
ソ
ヴ
ォ
や
ボ
ス
ニ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
は
連
邦
中
央
の
役
割
の

強
化
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
体
の
利
益
の
重
視
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
連
邦
権
限
の
強
化
と
い
う
点
で
は
セ
ル
ビ
ア
も

同
様
で
あ
っ
た
が
、
連
邦
最
大
の
人
口
を
も
ち
、
党
と
軍
に
大
き
な
勢
力
を
持
っ
た
セ
ル
ビ
ア
で
は
連
邦
権
限
を
強
化
し
か
つ
代
表

し
よ
う
と
す
る
野
心
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
牽
制
と
均
衡
」
の
手
法
が
機
能
し
な
く
な
る
な
か
で
、「
友
好
と
統
一
」、「
分
割
に
よ
る
統
治
」
の
正
統
性
が
奪
わ
れ
か
ね
な
い

危
機
が
う
ま
れ
て
き
た
。
経
済
危
機
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
共
和
国
・
自
治
州
が
自
主
管
理
体
制
に
不
満
を
募
ら
せ
、
被
害
者
意
識
、

共
和
国
エ
ゴ
を
む
き
だ
し
に
し
た
政
治
姿
勢
が
浮
上
し
て
き
た
。
共
和
国
内
の
多
数
民
族
は
自
ら
の
利
益
を
共
和
国
の
利
益
に
重
ね

合
わ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
以
外
に
居
住
す
る
少
数
セ
ル
ビ
ア
人
は
、
多
数
民
族
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
な
か
で
、

憲
法
体
制
に
強
い
不
満
を
表
明
し
、
連
邦
か
ら
の
疎
外
感
は
、
や
が
て
「
セ
ル
ビ
ア
人
の
統
一
国
家
」
の
必
要
性
を
主
張
す
る
ミ
ロ

シ
ェ
ヴ
ィ
チ
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
経
済
危
機
の
な
か
で
、
労
働
者
は
失
っ
た
社
会
的
、
経
済
的
安
心
感
を
取
り
戻

す
べ
く
、「
労
働
者
階
級
」
に
か
わ
る
集
団
と
し
て
「
民
族
」
を
再
発
見
し
、
共
和
国
主
導
の
も
と
で
民
族
本
位
の
政
治
へ
と
移
行

す
る
条
件
が
整
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
先
進
共
和
国
を
中
心
に
従
来
の
分
権
的
な
側
面
を
喪
失
す
る
こ
と

へ
の
恐
れ
か
ら
、
分
権
を
一
層
す
す
め
た
連
邦
か
ら
の
分
離
、
連
邦
の
分
断
、
分
裂
が
志
向
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

先
進
共
和
国
が
分
離
独
立
へ
の
道
を
た
ど
り
は
じ
め
た
の
に
対
し
、
セ
ル
ビ
ア
で
は
分
権
を
集
権
へ
と
戻
し
、
連
邦
中
央
政
府
の

強
化
に
よ
っ
て
、
強
き
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
顕
著
と
な
っ
た
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
社
会
主
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義
の
崩
壊
に
よ
る
民
主
化
過
程
が
民
族
主
義
的
な
政
治
過
程
へ
と
急
速
に
押
し
流
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
内
戦
へ
の
道
が
準
備

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
崩
壊
と
境
界
線
問
題

　

冷
戦
終
結
と
社
会
主
義
体
制
崩
壊
後
の
東
欧
で
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
東
西
に
分
断
し
、遮
断
し
て
き
た
境
界
線
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」

に
代
わ
り
、
東
欧
を
南
北
に
分
か
つ
目
に
見
え
ぬ
境
界
線
が
横
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
中
東
欧
」
と
「
バ
ル
カ
ン
」
を
分
断
す

る
境
界
線
で
あ
る(16)

。
本
稿
で
は
こ
の
境
界
線
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
解
体
過
程
や
、
国
際
社
会
の
介
入
に
お
い
て
大
き
な
役

割
を
は
た
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
分
断
線
を
、
単
に
「
中
東
欧
」
と
「
バ
ル
カ
ン
」
の
歴
史
的
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
よ
る
分
断
線
と
し
て
の
み
と
ら
え
て
い
て
は
充
分
で
は
な
い
。
東
欧
各
国
の
社
会
主
義
と
の
訣
別
の
道
と
方
法
に
着
目
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
な
る
「
中
東
欧
」
で
は
、
政
権
崩
壊
以
前
か
ら
ソ
連
型
の
共
産
党
指

令
的
な
政
治
経
済
か
ら
の
脱
却
の
道
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
主
管
理
労
組「
連
帯
」の
設
立（
一
九
八
〇
年
）

は
そ
の
後
の
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
ー
時
代
の
強
権
政
治
を
耐
え
抜
い
て
「
円
卓
会
議
」
に
よ
る
協
議
か
ら
八
九
年
六
月
の
一
部
自
由
選
挙

で
の
圧
倒
的
勝
利
を
呼
び
込
ん
だ
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
「
憲
章
七
七
」
の
も
と
に
結
集
し
た
根
強
い
反
体
制
民
主
化
運
動

が
、「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
結
成
を
促
し
、
自
由
選
挙
の
実
現
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
七
〇
年
代
以
降
、
経
済
改

革
の
道
が
進
展
し
、
そ
の
後
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
も
八
九
年
革
命
へ
の
道
を
準
備
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
も
「
民
主
フ
ォ
ー
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ラ
ム
」
が
自
由
選
挙
へ
の
動
き
を
生
み
だ
し
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
三
国
に
比
べ
、
そ
の
南
に
位
置
し
た
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
、
ジ
フ
コ
フ
の

強
権
政
治
が
な
が
ら
く
維
持
さ
れ
改
革
へ
の
道
を
探
る
運
動
は
な
か
な
か
進
展
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は

五
〇
年
以
降
「
改
革
の
一
番
手
」
の
名
を
獲
得
し
、
独
自
の
自
主
管
理
社
会
主
義
建
設
の
道
を
歩
ん
で
い
た
が
、
チ
ト
ー
後
の
八
〇

年
代
は
経
済
危
機
と
政
治
指
導
の
弱
体
化
の
な
か
で
国
家
の
統
合
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
の
結
果

ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
の
逮
捕
と
処
刑
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は
反
ジ
フ
コ
フ
の
党
内
闘
争
に
よ
っ
て
共
産
党
を
改
称
し
た

「
社
会
党
」
が
自
由
選
挙
を
制
し
た
。
さ
ら
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
民
主
化
過
程
は
民
族
浄
化
を
と
も
な
う
内
戦
へ
と
移
行
し

て
連
邦
解
体
へ
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
一
）
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
「
中
東
欧
」
と
「
バ
ル
カ
ン
」

　
「
中
東
欧
」
と
「
バ
ル
カ
ン
」
の
境
界
線
は
、
前
者
が
M
・
ク
ン
デ
ラ
が
い
う
「
誘
拐
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
の
回
帰
」
を
果
た
そ
う
と
す
る
東
欧
民
衆
の
運
動
に
根
ざ
し
た
自
己
認
識
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
者

認
識
の
結
果
と
し
て
の
「
バ
ル
カ
ン
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
バ
ル
カ
ン
の
三
国
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
回

帰
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
バ
ル
カ
ン
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
肯
定
的
に
表
明
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
う
が
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
回
帰
」
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
境
界
線
は
、
そ
の
後

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
中
東
欧
へ
の
民
主
化
、
市
場
化
以
降
に
向
け
た
政
治
経
済
体
制
の
再
編
へ
の
支
援
と
い
う
違
い
と
な
っ
て
現

れ
た
。
一
九
九
〇
年
の
E
C
に
よ
る
P
H
A
R
E
（Poland and H

ungary A
ssistance or R

estructuring of the Econom
y

）
計
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画
は
当
初
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
対
象
国
と
な
っ
て
出
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
バ
ル
カ
ン
に
は
九
〇
年
代
の

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
を
経
て
、
復
興
支
援
、
平
和
構
築
、
安
定
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、「
中
東
欧
」
と
「
バ
ル
カ
ン
」
の
境
界
線
は
、E
C
諸
国
の
旧
東
欧
へ
の
対
応
の
違
い
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
地
理
的
区
分
で
は
な
く
、体
制
転
換
後
の
東
欧
に
お
い
て
社
会
的
に
構
築
さ
れ
た
境
界
線
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
境
界
線
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
は
国
を
二
分
す
る
線
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
近
代

以
降
の
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
復
活
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
す
る
「
内
な
る
中
東
欧
と
他
者
な
る
バ
ル
カ
ン
」
と
い
う
図

式
と
し
て
現
れ
た
。
と
り
わ
け
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
ク
ロ
ア
チ
ア
は
、
こ
の
二
分
法
的
認
識

を
強
く
意
識
し
、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
な
る
も
の
」
か
ら
の
分
離
、「
中
東
欧
な
る
も
の
」
へ
の
回
帰
意
識
を
表
明
し
た
。
ク
ロ
ア

チ
ア
で
は
、紛
争
時
に
T
・
イ
ヴ
チ
ッ
チ
の「
ク
ロ
ア
チ
ア
戦
争
を
止
め
て
」と
い
う
歌
が
流
行
っ
た
の
だ
が
、そ
の
一
節
は
言
う
。「
ク

ロ
ア
チ
ア
戦
争
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
夢
を
共
有
し
た
い
の
で
す
。
ク
ロ
ア
チ
ア
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

星
の
ひ
と
つ
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
、こ
の
戦
争
を
終
わ
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
あ
な
た
た
ち
な
の
で
す
」。

ま
た
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
も
「
中
欧
」
へ
の
帰
属
感
が
八
〇
年
代
後
半
か
ら
強
く
意
識
さ
れ
は
じ
め(17)

、「
さ
あ
、
い
ま
こ
そ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
だ
」
が
流
行
語
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
な
る
も
の
」
を
全
体
と
し
て
「
バ
ル
カ
ン
な
る
も
の
」
と
し
て
認

識
し
て
い
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
要
害
の
地
で
あ
っ
た
し
、
社
会
主
義
時
代
は
自
ら

バ
ル
カ
ン
国
家
を
任
じ
て
他
の
東
欧
諸
国
と
距
離
を
お
く
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
友
好
関
係
を
保
っ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。

　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
自
体
は
、
欧
米
諸
国
か
ら
は
バ
ル
カ
ン
国
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア

チ
ア
の
中
東
欧
意
識
が
、
連
邦
解
体
へ
の
契
機
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
歴
史
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
分
断
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を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
自
主
管
理
社
会
主
義
体
制
の
も
と
で
の
政
治
的
、
経
済
的
な
自
立
に
よ
る
共
和
国
間
の

格
差
を
も
意
味
し
た
。「
中
東
欧
」
と
「
バ
ル
カ
ン
」
の
境
界
線
は
、「
先
進
共
和
国
と
後
進
共
和
国
」、「
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
教
」、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
」
と
い
う
対
抗
軸
に
よ
っ
て
内
戦
の
過
程
で
こ
と
さ
ら
に
認
識
さ
れ
て
い
っ
た(18)

。

　

さ
ら
に
、
こ
の
分
断
線
は
、
欧
米
諸
国
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
へ
の
介
入
過
程
に
も
色
濃
く
反
映
し
た
。
E
C
諸
国
や
ア

メ
リ
カ
は
、ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
民
族
自
決
権
に
よ
る
分
離
独
立
で
あ
り
、民
主
化
運
動
と
し
て
評
価
し
た
の
に
対
し
、

他
方
、
セ
ル
ビ
ア
の
民
族
自
決
権
の
行
使
を
「
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
」
の
復
活
と
し
て
非
難
し
た
。
ま
た
、
民
族
浄
化
に
つ
い
て
も
、

当
初
そ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
セ
ル
ビ
ア
の
仕
業
と
捉
え
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
や
ム
ス
リ
ム
人
を
そ
の
犠
牲
者
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

セ
ル
ビ
ア
「
悪
玉
論
」、
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
「
悪
玉
論
」
が
い
と
も
簡
単
に
欧
米
諸
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
対
セ
ル

ビ
ア
経
済
制
裁
、
戦
争
犯
罪
法
廷
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
指
導
者
の
起
訴
の
数
、
セ
ル
ビ
ア
空
爆
な
ど
、
セ
ル
ビ
ア
の
犯
罪
性
は
こ

と
の
ほ
か
厳
し
く
断
罪
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
は
北
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
）
か
ら
南
（
最
終
的
に
は
九
九

年
の
コ
ソ
ヴ
ォ
）へ
と
移
行
す
る
に
つ
れ
て
国
際
社
会
の
関
与
と
紛
争
処
理
の
仕
方
も
よ
り
暴
力
的
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

具
体
的
に
は
和
平
会
議
に
お
け
る
調
停
、国
連
制
裁
、P
K
O
派
遣
、国
連
承
認
の
空
爆
、そ
し
て
N
A
T
O
の
人
道
的
介
入
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
対
応
は
上
記
の
二
分
法
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

　

分
断
線
は
、
欧
米
側
か
ら
は
、
紛
争
当
事
者
に
対
す
る
「
わ
れ
わ
れ
と
彼
ら
」、「
民
主
主
義
と
民
族
主
義
」、「
救
済
と
懲
罰
」
を

分
か
つ
線
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
紛
争
自
体
が
セ
ル
ビ
ア
を
中
心
と
し
た
「
バ
ル
カ
ン
の
憎
悪
」
な
る
歴
史
的
要
因
に
よ
っ
て
惹
起

さ
れ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」、「
民
族
浄
化
」
そ
し
て
「
バ
ン
ダ
リ
ズ
ム
」（
文
化
破
壊
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
明
と
は
相
容
れ
な
い
「
バ
ル
カ
ン
の
野
蛮
性
」
と
し
て
、
そ
の
言
説
が
振
り
回
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

介
入
過
程
で
紛
争
が
膠
着
し
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
が
欧
米
の
思
惑
ど
お
り
に
進
ま
な
く
な
る
と
、
西
側
世
界
で
は
か
な
ら
ず
「
バ
ル
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カ
ン
の
憎
悪
」
言
説
が
顔
を
だ
す
。
非
合
理
的
な
バ
ル
カ
ン
に
お
い
て
は
国
際
社
会
の
理
性
的
判
断
に
基
づ
く
解
決
へ
の
努
力
は
そ

も
そ
も
通
用
せ
ず
、
無
駄
で
あ
る
と
の
認
識
へ
と
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
西
側
国
際
社
会
の
介
入
の
あ
り
方
へ
の
省
察

は
何
ら
な
さ
れ
ず
、
逆
に
紛
争
処
理
失
敗
の
責
任
回
避
が
前
面
に
で
て
く
る
。
こ
う
し
て
「
力
に
よ
る
」
軍
事
的
措
置
が
正
当
化
さ

れ
、
和
平
交
渉
に
お
い
て
は
紛
争
当
事
者
の
融
合
和
解
で
は
な
く
引
き
離
し
と
分
断
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
と
境
界
線
の
浮
上
：
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ク
ラ
イ
ナ
問
題

　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
過
程
に
お
い
て
共
和
国
の
境
界
線
が
、
民
族
自
決
権
の
行
使
に
よ
る
主
権
宣
言
、
そ
し
て
独
立
宣
言

に
よ
っ
て
国
境
線
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
は
じ
め
る
と
、
共
和
国
内
部
の
少
数
派
民
族
は
、
新
独
立
国
家
の
な
か
で
少
数
民
族
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
抱
き
は
じ
め
、
か
つ
て
の
民
族
的
境
界
線
が
顕
在
化
し
始
め
た
。
と
り
わ
け
、
各
共
和
国
で

民
族
主
義
的
政
党
が
勝
利
す
る
と
、
少
数
派
民
族
は
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
、
ボ
ス
ニ
ア

の
セ
ル
ビ
ア
人
や
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
コ
ソ
ヴ
ォ
の
セ
ル
ビ
ア
人
な
ど
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
人
口
の
一
二
％
を
占
め
た
セ
ル
ビ
ア
人
の
歴
史
は
、
一
六
世
紀
以
降
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
時

代
に
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
侵
入
に
備
え
て
、
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
後
半
ま
で
、

帝
国
の
最
前
線
に
位
置
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア
に
軍
政
国
境
地
域
を
設
け
、こ
の
地
域
は
ク
ラ
イ
ナ
（「
地
域
」
の
意
味
）
と
呼
ば
れ
た
。

そ
し
て
こ
の
地
域
の
守
備
の
た
め
に
配
置
さ
れ
た
の
は
、
ト
ル
コ
軍
に
破
れ
敗
走
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
っ
た
。
ク

ラ
イ
ナ
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
か
ら
直
轄
支
配
さ
れ
、
ク
ラ
イ
ナ
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
社
会
の
な
か
で
特
権
階
層
を
形
成

し
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
る
彼
ら
は
第
二
次
大
戦
時
の
ナ
チ
ス
の
傀
儡
政
権
下
に
お
い
て
、
弾
圧
と
処
罰
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
、
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ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
パ
ル
チ
ザ
ン
闘
争
の
主
力
と
な
っ
て
戦
っ
た
歴
史
が
あ
る
。

　

社
会
主
義
政
権
下
で
は
、
民
族
的
対
立
の
構
図
は
封
印
さ
れ
て
き
た
が
、
九
〇
年
の
夏
に
な
る
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
の
民
族
的
対

立
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
歴
史
的
な
境
界
線
が
、
ま
た
民
族
主
義
的
な
分
離
独
立
が
表
面
化
す
る
な
か
で
、
か
つ
て
の
ク
ロ
ア
チ
ア

の
境
界
線
が
再
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ
る(19)

。
九
〇
年
六
月
、
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
地
域
的
な
集
団
化
に
踏
み
出

す
と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
は
こ
れ
を
非
合
法
と
し
地
域
の
「
行
政
的
自
治
」
を
明
確
に
否
定
し
た
が
、
セ
ル
ビ
ア
人
が
多
数
を
占
め

る
行
政
区
で
文
化
組
織
を
形
成
し
、
キ
リ
ル
文
字
を
教
育
お
よ
び
公
式
の
通
達
で
使
う
こ
と
は
認
め
た
。
九
〇
年
四
月
の
初
の
自
由

選
挙
で
、
七
一
年
の
「
ク
ロ
ア
チ
ア
の
春
」
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
ト
ゥ
ジ
マ
ン
が
率
い
る
ク
ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟
が
勝
利
す
る

と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
時
代
の
紋
章
や
通
貨
の
呼
び
名
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
を
刺
激
し
た
。
ま
た
、
一
二
月

に
共
和
国
議
会
が
「
主
権
宣
言
」
を
採
択
し
ク
ロ
ア
チ
ア
憲
法
の
改
正
を
行
う
と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
内
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
セ
ル
ビ
ア
民

族
評
議
会
を
つ
く
っ
て
セ
ル
ビ
ア
人
の
主
権
お
よ
び
自
立
宣
言
を
行
っ
た
。

　

九
一
年
一
月
に
な
る
と
、
セ
ル
ビ
ア
人
支
配
地
域
で
は
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
自
治
地
域
が
創
設
さ
れ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
か

ら
独
立
し
た
警
察
力
を
も
っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
は
警
察
力
を
総
動
員
し
て
対
抗
し
、
連
邦
最
高
幹
部
会
は
非
合
法
に
組
織
さ
れ

た
軍
隊
を
早
急
に
解
除
す
る
こ
と
を
命
令
し
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
、セ
ル
ビ
ア
人
に
は
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
か
ら
武
器
を
送
ら
れ
、シ
ェ

シ
ェ
リ
の
「
再
生
チ
ェ
ト
ニ
ッ
ク
運
動
」
は
義
勇
軍
を
ク
ラ
イ
ナ
に
送
り
、
軍
事
的
組
織
を
形
成
し
た
。
そ
の
後
二
月
二
八
日
に
な

る
と
ク
ラ
イ
ナ
の
セ
ル
ビ
ア
民
族
評
議
会
は
、
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
の
離
脱
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
残
留
を
宣
言
し
た
。

こ
う
し
て
か
つ
て
の
境
界
線
の
領
域
的
画
定
と
セ
ル
ビ
ア
人
の
人
権
の
保
護
を
め
ぐ
り
、
内
戦
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(20)

。
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（
三
）
ボ
ス
ニ
ア
和
平
交
渉
と
境
界
線

　

ボ
ス
ニ
ア
和
平
交
渉
の
過
程
で
は
、
従
来
の
ボ
ス
ニ
ア
に
お
け
る
民
族
の
分
布
と
、
戦
域
拡
大
の
な
か
で
の
三
民
族
の
占
有
地
域

の
推
移
を
考
慮
し
て
、ボ
ス
ニ
ア
内
の
民
族
領
域
を
め
ぐ
る
分
割
線
が
引
か
れ
た
。ヴ
ァ
ン
ス
・
オ
ー
エ
ン
に
よ
る
一
〇
分
割
案（
九
三

年
一
月
）、
オ
ー
エ
ン
・
シ
ュ
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
（
九
三
年
八
月
）
の
三
分
割
案
、
そ
し
て
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
三
分
割

案
（
九
四
年
七
月
）
を
へ
て
二
つ
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
居
住
地
域
の
「
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
」
と
ム
ス

リ
ム
、
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
の
「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
線
は
、
民
族
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
分
布

し
、
線
引
き
が
不
可
能
な
ボ
ス
ニ
ア
に
お
い
て
何
度
も
引
き
直
さ
れ
た
。
そ
し
て
分
割
線
が
戦
線
の
実
効
支
配
の
地
域
と
ず
れ
る
た

め
に
、
線
が
引
か
れ
る
度
ご
と
に
、
戦
闘
が
再
開
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
た(21)

。

　

デ
イ
ト
ン
協
定
の
基
本
路
線
は
、ボ
ス
ニ
ア
の
「
マ
ル
チ
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
を
強
調
し
、多
極
共
存
型
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
範
を
と
っ

た
三
民
族
間
の
権
力
分
有
（pow

er sharing
）
方
式
が
採
用
さ
れ
た
点
で
あ
る(22)

。
デ
イ
ト
ン
合
意
後
の
ボ
ス
ニ
ア
は
、
国
連
高
級
代

表
（
O
H
R
）
と
N
A
T
O
を
主
力
と
す
る
安
定
化
部
隊
（
S
F
O
R
）
に
よ
っ
て
暫
定
統
治
体
制
が
と
ら
れ
た
の
だ
が
、
激
し

い
民
族
浄
化
を
経
験
し
た
三
つ
の
民
族
は
ふ
た
つ
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
分
け
ら
れ
、「
す
み
わ
け
」
と
「
隔
離
」
が
進
行
し
た
と
い
っ

た
ほ
う
が
現
実
を
言
い
あ
て
て
い
る
。
難
民
や
避
難
民
は
、
か
つ
て
の
居
住
地
域
が
和
平
後
に
お
い
て
の
自
民
族
の
領
域
に
な
い
場

合
に
は
帰
還
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
帰
還
率
は
き
わ
め
て
低
い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
民
族
の
分
断
と
境
界
線
に
よ
る
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
単
位
の
政
治
に
お
け
る
「
権
力
分
有
」
は
、
ボ
ス
ニ
ア
全
体
の
国
家
意
思

の
形
成
の
条
件
と
な
ら
ず
、
ボ
ス
ニ
ア
の
一
体
性
が
各
民
族
の
利
害
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
て
い
く
状
況
を
現
出
し
た(23)

。
民
族
は
共
存

で
は
な
く
「
隔
離
」
さ
れ
、
相
互
対
立
が
固
定
化
さ
れ
て
い
く
状
況
に
至
っ
た
。
分
有
は
分
断
の
同
義
語
と
な
り
、
か
つ
て
の
「
牽



402法政論集　245号（2012）

論　　説

制
と
均
衡
」
は
「
分
断
と
対
立
」
に
取
っ
て
代
わ
り
、「
分
割
に
よ
る
統
治
」
の
手
法
で
は
、
社
会
主
義
時
代
よ
り
も
露
骨
な
形
で

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
共
産
党
に
代
わ
っ
て
O
H
R
が
、
連
邦
軍
に
代
わ
っ
て
S
F
O
R
が
そ
の
地
位
を
占
め
た
。

三
、
紛
争
後
の
地
域
協
力
と
境
界
線
の
新
た
な
意
味
：
結
び
に
か
え
て

　

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
、
多
民
族
国
家
の
統
合
を
維
持
す
る
た
め
に
、
独
自
の
「
牽
制
と
均

衡
」
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
共
和
国
間
、
民
族
間
の
友
好
と
国
家
の
統
一
を
は
か
っ
て
き
た
。
こ
の
手
法
は
、
自
主
管
理
社
会
主
義

の
進
展
に
よ
っ
て
、
共
和
国
の
境
界
線
が
分
権
的
意
味
を
色
濃
く
し
、
体
制
の
転
換
過
程
の
民
族
主
義
政
治
の
跋
扈
の
な
か
で
分
断

か
ら
分
離
独
立
へ
の
道
を
歩
み
、連
邦
解
体
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、冷
戦
の
終
焉
と
東
欧
圏
の
消
滅
、さ
ら
に
旧
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
の
和
平
交
渉
に
お
け
る
国
際
社
会
の
介
入
の
な
か
で
、
紛
争
の
終
息
と
民
族
間
の
「
す
み
わ
け
」、
紛
争
後
の

国
家
建
設
と
地
域
協
力
に
関
連
し
て
多
く
の
境
界
線
が
引
か
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
線
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
自
身
に
よ
る
政
治
的
決
定
と
境
界
線
の
画
定
、
ま
た
、
和
平
交
渉
に
お
い
て
民
族
の
分
布

と
戦
域
の
実
態
を
考
慮
し
て
政
治
的
文
脈
で
引
か
れ
た
境
界
線
な
ど
実
証
主
義
的
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
か
ら
、冷
戦
後
の「
中
東
欧
」

と
「
バ
ル
カ
ン
」
の
境
界
線
に
見
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
者
認
識
と
し
て
の
バ
ル
カ
ン
や
、あ
る
い
は
以
下
に
述
べ
る
「
南
東
欧
」

や
「
西
バ
ル
カ
ン
」
の
よ
う
に
、
政
策
的
意
図
に
よ
る
他
者
の
支
配
と
管
理
を
目
的
に
引
か
れ
る
も
の
、
さ
ら
に
「
入
れ
子
」
の
よ

う
に
「
転
位
す
る
バ
ル
カ
ン
」
の
よ
う
に
社
会
的
に
構
築
さ
れ
た
境
界
線
ま
で
多
様
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
紛
争
後
の
地
域
の
安
定
を
最
優
先
さ
せ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
ル
カ
ン
認
識
と
境
界
線
の
設
定
と
い
う
社
会
構
築
的
な
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意
味
合
い
に
注
目
し
て
、そ
れ
が
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、南
東
欧
の
和
解
や
平
和
構
築
、地
域
協
力
に
は
た
す
意
味
を
問
い
返
し
、

本
稿
の
結
語
に
代
え
た
い
と
思
う
。

　

一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
南
東
欧
、
バ
ル
カ
ン
で
は
地
域
協
力
が
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(24)

。
南
東
欧
と
い
う
言

葉
の
再
発
見
に
よ
り
、
新
た
な
地
域
的
境
界
線
が
平
和
構
築
と
復
興
支
援
、
E
U
加
盟
へ
の
実
現
の
過
程
で
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。

南
東
欧
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
（
S
E
E
I
、
一
九
九
五
年
）、
南
東
欧
協
力
プ
ロ
セ
ス
（
S
E
E
C
P
、
一
九
九
六
年
）、
南
東
欧
安
定

化
協
定
（
S
E
E
S
P
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
多
国
間
的
地
域
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
紛

争
解
決
後
に
設
立
さ
れ
て
き
た(25)

。
こ
れ
ら
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
後
の
諸
国
間
の
信
頼
関
係
回
復
の
た
め
に
構
想
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
東
欧
諸
国
が
自
ら
の
結
束
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
こ
う
し
た
地
域
協
力
の
制
度
を
運
営
し
て
い
く
に
は

依
然
と
し
て
政
治
的
、経
済
的
基
盤
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。ま
た
、旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
直
接
関
わ
っ
て
、

E
U
で
は
E
U
未
加
盟
の
地
域
で
あ
る
西
バ
ル
カ
ン
諸
国
（
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
を
除
く
）
＋
ア
ル
バ
ニ
ア
）

の
地
域
協
力
を
加
盟
の
条
件
と
し
て
突
き
付
け
て
き
た(26)

。

　

南
東
欧
に
お
け
る
地
域
協
力
構
想
と
枠
組
み
は
、
国
際
社
会
の
要
請
と
欧
米
諸
外
国
の
支
援
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
き
た
も
の
が

大
半
で
あ
り
、
地
域
が
自
力
に
よ
っ
て
独
立
し
た
地
域
協
力
機
構
を
つ
く
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
の
な
か

で
「
南
東
欧
協
力
プ
ロ
セ
ス
」
は
唯
一
南
東
欧
諸
国
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
想
定
さ
れ
た
成
果

を
見
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

ノ
イ
マ
ン
は
、
地
域
は
政
治
的
要
因
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
発
見
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
述
べ

る
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
地
域
が
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
よ
っ
て
で
は
な
く
外
的
ア
ク
タ
ー
に
よ
り
つ
く
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る(27)

。
八
〇
年
ほ
ど
ま
え
、ケ
イ
サ
ー
リ
ン
グ
卿
は
、「
バ
ル
カ
ン
が
存
在
し
な
い
の
な
ら
、バ
ル
カ
ン
を
発
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
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と
述
べ
た
と
い
う(28)

。
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
今
日
の
南
東
欧
に
も
妥
当
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
E
U
は
南
東
欧
に
関
し
て
は
特
定
の
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

基
本
的
に
は
中
東
欧
に
む
け
て
構
想
し
た
政
策
を
適
用
す
れ
ば
済
む
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。し
か
し
、旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
で
起
こ
っ
た
戦
争
や
、
E
U
の
紛
争
処
理
に
お
け
る
失
敗
は
、
こ
の
地
域
へ
の
新
た
な
政
策
の
模
索
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性

を
国
際
社
会
に
促
し
た(29)

。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
な
り
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
解
体
と
内
戦
の
国
際
紛
争
へ
の
転
換
、
ま
た
ボ

ス
ニ
ア
の
和
平
協
定
の
成
立
以
後
、
冷
戦
期
に
お
け
る
国
際
社
会
の
東
欧
認
識
の
な
か
で
忘
れ
ら
れ
て
き
た
「
バ
ル
カ
ン
神
話
」
が

復
活
し
、さ
ら
に
紛
争
後
の
地
域
の
安
定
化
と
平
和
構
築
、紛
争
後
の
国
家
建
設
の
な
か
で
「
バ
ル
カ
ン
」
に
代
わ
っ
て
「
南
東
欧
」

概
念
が
導
入
さ
れ
て
き
た
。
加
え
て
、
E
U
拡
大
の
交
渉
過
程
の
な
か
で
は
「
西
バ
ル
カ
ン
」
と
い
う
地
域
が
発
明
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
創
設
は
南
東
欧
そ
れ
自
体
の
必
要
性
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
外
部
に
位
置
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
文
脈

の
な
か
で
発
明
さ
れ
、「
構
築
」
さ
れ
た
と
い
う
側
面
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る(30)

。
南
東
欧
地
域
の
歴
史
や
他
の
客
観
的
な
文
化
的

要
因
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
の
政
治
的
、
経
済
的
安
定
に
利
害
、
関
心
を
も
つ
E
U
や
N
A
T
O
、
米
国
や
国
際
金
融
機
関
に
よ
っ

て
圧
倒
的
に
外
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。ベ
チ
ェ
フ
は
、地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
そ
の
地
理
的
な
広
が
り
と
い
っ

た
観
点
か
ら
境
界
線
を
問
う
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
誰
が
、
誰
の
た
め
に
、
誰
を
敵
に
し
て
地
域
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
の
か

を
問
い
返
す
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る(31)

。

　

ま
た
、
バ
ル
カ
ン
地
域
内
部
に
お
け
る
バ
ル
カ
ン
認
識
に
つ
い
て
も
、
南
東
欧
地
域
協
力
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
そ
の
可
能

性
を
考
え
る
上
で
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
キ
ッ
チ
＝
ハ
イ
デ
ン
は
「
入
れ
子
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」（nesting 

orientalism

）
と
い
う
現
象
が
バ
ル
カ
ン
地
域
内
部
で
認
識
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る(32)

。
南
東
欧
の
地
域
を
構
成
す
る
諸
国
が
、
自
国

よ
り
も
そ
の
隣
国
を
、
さ
ら
に
そ
の
隣
国
を
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
低
開
発
、
よ
り
非
文
明
、
よ
り
不
安
全
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
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る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
政
治
暴
力
性
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
、
国
家
の
解
体
と
い
っ
た
特
徴
が
バ
ル
カ
ン
の

特
質
に
加
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
南
東
欧
内
部
に
あ
る
認
識
が
、
南
東
欧
を
ひ
と
つ
の
共
同
体
と
し
て
意
識
し
、
そ

の
一
体
的
な
地
域
戦
略
の
展
開
す
る
こ
と
を
阻
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ジ
ジ
ェ
ク
は
、「
バ
ル
カ
ン
は
常
に
ど
こ
か
別
の
場
所
に
、も
う
少
し
南
東
の
方
に
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。「
セ
ル
ビ
ア
人
に
と
っ

て
、
バ
ル
カ
ン
は
そ
の
あ
し
も
と
、
コ
ソ
ヴ
ォ
や
ボ
ス
ニ
ア
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の
他

者
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
文
明
を
守
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
と
っ
て
、
バ
ル
カ
ン
は
正
教
徒
の
、
専
制
的
で
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
的
な

セ
ル
ビ
ア
か
ら
は
じ
ま
り
、ク
ロ
ア
チ
ア
は
西
欧
の
民
主
主
義
的
価
値
観
を
セ
ル
ビ
ア
か
ら
守
っ
て
い
る
。ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
に
と
っ

て
、
バ
ル
カ
ン
は
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
は
じ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
は
平
和
的
な
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
後
の
砦
で
あ
る
。
多
く
の
イ
タ
リ

ア
人
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
に
と
っ
て
バ
ル
カ
ン
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
か
ら
、
西
欧
に
お
け
る
ス
ラ
ヴ
系
流
民
た
ち
の
居
留
地
か
ら
は
じ

ま
る
」
と(33)

。

　

コ
ネ
シ
ュ
カ
は
、
共
通
の
問
題
へ
の
地
域
的
解
決
を
も
と
め
る
機
能
的
必
要
性
が
南
東
欧
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
国
間

に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
的
認
識
が
支
配
的
で
あ
る
た
め
に
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
逆
に
地
域
協
力
を

E
U
加
盟
へ
の
手
段
と
み
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ル
カ
ン
を
脱
ぎ
捨
て
て
、
新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
姿
を
身
に
つ
け
よ
う
と
試
み

て
い
る
と
指
摘
す
る(34)

。
各
国
間
に
競
争
意
識
が
表
面
化
し
て
、
南
東
欧
地
域
協
力
は
後
景
に
退
く
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
糸
口
を
み
つ
け

だ
す
の
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
南
東
欧
は
、
一
〇
年
余
に
お
よ
ぶ
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
と
い
う
犠
牲
を
払
っ
て
今
日
を
迎

え
た
。
そ
の
後
、
南
東
欧
の
平
和
と
安
定
、
民
主
化
、
E
U
へ
の
加
盟
な
ど
の
過
程
で
、
多
く
の
境
界
線
が
外
か
ら
や
っ
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
境
界
線
が
南
東
欧
の
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
な
い
よ
う
、
境
界
線
と
向
き
合
い
、
自
ら
の
営
為
に
よ
っ
て

「
分
離
と
抗
争
」
の
境
界
線
を
「
架
橋
と
友
好
」
の
境
界
線
へ
と
再
構
築
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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